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一級 二級 一級 二級 一級 二級 一級 二級 一種 二種 一種 二種 一種 二種 一種 二種 一種 二種
小 学 校 24 12 25 20 16 18 32 22 18 10 41 27 8 4 41 31 10 2
中 学 校 30 15 20 15 40 20 14 10 40 20 19 15 20 10 31 21 8 4





























































科目名称 単位数 学 習 目 標






























カ 家庭 2 家庭生活に関わる衣・食・住，及び家族関係などの内容を理解する。
家庭科指導法 2 小学校家庭科の授業作りに必要とされる基礎知識と技術を身につける。
キ 家庭科概説 2 家庭科の基本的な知識や考え方が身につく
家庭科教育法 2 小学校家庭科の指導要領について理解する。衣服に関する基礎的な技術を習得し，指導することができるようになる。調理に関する
基礎的な技術を習得し，指導することができるようになる。指導案の書き方が解り書くことができるようになる。












コ 家庭 2 1．教科「家庭」の意義や目標について理解する。
2．衣食住に関して日常生活に必要な基礎的・基本的な知識および技能を身につける。
3．家庭生活の意義や機能を理解し，小学生の発達過程と学習内容を関連づけて展開することができる。




















ソ 家庭科要説 2 家庭科教育の意義と目標，内容と構成，指導法など基本的な知識の大要について理解する。
家庭科指導法 2 小学校学習指導要領「家庭」を基本に，家庭科教育の意義について理解を深め，効果的な学習指導を行うことができるようになるこ
とを目標とする。








チ 家庭 2 小学校における家庭科を指導するために必要な基本的知識や指導法を学び，社会や家庭生活の変化に対応できるようにする。さらに，
新しい学力観に基づいて，発達段階に応じた効果的な指導法や教材開発に発展できることを目標とする。
































被服制作 手縫い 実習 14校（82.3％）
被服制作 ミシン 実習 7校（41.7％）
安全な用具の取り扱い（アイロン，ミシン，針，ハサミ） 9校（52.9％）
住まいの整理・整頓・清掃の仕方 16校（94.1％）
季節に合わせた快適な住まい 15校（88.2％）
D 身近な消費生活と環境
物や金銭 14校（82.3％）
身近な環境 15校（88.2％）
※ 17校のうち，授業内容が行われている短期大学の割合
ていた内容は，「体に必要な栄養素の種類と働き」，「食品の栄養的な特徴」で16校（94.1％）で
あり，次いで，「食事の役割」，「調理の計画（材料の分量，手順）」，「調理の手順（材料の洗い方，
切り方，配膳，片付け）」，「調理の安全，衛生」で15校（88.2％），「一食分の献立作成」13校
（76.5％）であった。概ね，食生活に関する知識の内容は行われていることが明らかとなった。
2008（平成20）年の学習指導要領改訂では，食育の推進をねらいとしており，食事の役割や栄
養を考えた食事，調理などの学習活動を一層重視することが示されている。特に1998（平成10）
年の改訂で中学校へ移行された五大栄養素についての学習が再びその基礎的事項を小学校で扱う
ことになったことが特徴である。また，調理実習に関しては，「調理実習（米飯，みそ汁）」が6
校（41.7％），「調理実習（ゆでる，いためる）」が4校（29.4％）であり，あまり行われていない
ことが明らかとなった。このことは，短期大学における施設・設備の問題もあるが，1998（平成
10）年の改訂以来，被服制作や調理での指定題材がなくなり，米飯とみそ汁のみが必須として扱
われていることにも関係していると考えられる。また，シラバスの記載において，曖昧な内容に
関しては，実施していないものとしたため，実際には，調理実習を行っている短期大学が今回の
結果よりも多い可能性もある。
食生活に関する内容は，理科，体育等の教科や学校給食との関連を考慮することも必要であり，
幅広い，知識・技術の習得が必要となる。
 快適な衣服と住まい
快適な衣服と住まいに関する内容において，8項目設定した。知識に関する内容を7項目，技
術（被服制作）に関する内容を2項目とした。衣生活に関する内容として，最も多く行われてい
た内容は「日常着の着方」，「日常着の手入れ」，「布を用いた製作の計画」で15校（88.2％）で
あり，次いで，「安全な用具の取り扱い（アイロン，ミシン，針，ハサミ）」で9校（52.9％）で
あった。「安全な用具の取り扱い（アイロン，ミシン，針，ハサミ）」に関する内容は，被服製作
を行う際に，必要とされる安全な用具の取り扱いに関するものであり，用具全般についての内容
を行っている短期大学が半数であることが明らかとなった。被服製作の授業の中で，安全な用具
の取り扱いを含んだ内容のものになっている可能性もあるが，シラバスの中で，「安全な用具の
取り扱い（アイロン，ミシン，針，ハサミ）」に関する内容が明記されていたのは半数程度の短
期大学であった。
被服実習に関する内容としては「手縫い」が14校（82.3％）であり，基礎縫いに関しては8
割以上の短期大学で行われていることが明らかとなった。また，「ミシン」に関しては，7校
（41.7％）であり，ミシンでの実習を行っているのは，半数以下の短期大学であった。これも，
調理実習と同様，短期大学における施設・設備の問題があるが，現在，家庭でのミシンの普及率
は減少傾向にあり，1990（平成2）年では，80％程度であった普及率は，現在は60％程度である。
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このことを踏まえると，ミシンの使い方から，製作に関してまでを授業で扱うのは重要であると
考える。
住生活に関する内容は「住まいの整理・整頓・清掃の仕方」が16校（94.1％），「季節に合わ
せた快適な住まい」が15校（88.2％）であった。住生活に関する内容は2項目のみであったが，
多くの短期大学で住生活に関する内容が行われていることが明らかとなった。2008（平成20）
年改訂の学習指導要領において，1998（平成10）年の改訂と大きく変わったところは，環境に
関する内容を独立させた点である。また，衣生活と住生活が同じ領域になったこともあり，衣生
活と同様，住生活に関しても身近なものとして捉えることが重要である。小学校家庭科の住生活
に関する内容は，身の回りの整理・整頓，清掃などの生活行為や家族との住まいの関わりに重点
をおくことが大切でありハードウェアとしての住生活の学習にならないよう気をつけなければな
らない。
 身近な消費生活と環境
身近な消費生活と環境に関する内容においては，「身近な環境」が15校（88.2％），「物や金銭」
が16校（82.3％）であり，ほとんどの短期大学において，消費生活や環境に関する内容が行わ
れていることが明らかとなった。消費生活，環境に関する内容は，社会の変化に対応して，2008
（平成20）年改訂の学習指導要領の小学校家庭科において新たに一つの学習内容として設定され
た。さらに，衣食住に関する領域との関連の中で学習をする必要が示された。身近な生活におけ
る消費と環境の学習を通して，物や金銭の使い方への関心を高め，環境に配慮することの大切さ
に気づかせることが大切であり，短期大学の授業においても，このような意識づけをしていくこ
とが必要であると考える。
今後の課題
小学校教員養成を行っている短期大学において，授業内容を分析した結果，家庭科教員として
必要とされる知識・技術の習得が概ねできることが明らかとなった。しかし，必修科目としてい
るところはごくわずかであり，今後，短期大学という短い教育課程の中での家庭科の指導内容の
習得に向けて，充実を図る必要があると考える。特に，家庭科の特徴ともいえる，調理実習や被
服制作に関する内容の充実が図れるような取り組みも必要であり，実習関係の授業内容の現状を
把握していきたい。
さらに，短期大学を卒業後，小学校教員となっている卒業生の現状を把握し，短期大学におけ
る小学校教員養成のあり方を考えたい。
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